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㈱チノーと岩手大学との産学連携成果例
●岩手大学農学部で育った，ザゼンソウの温度制御機能研究シーズが，農工連携を経てコーディネータによって㈱チノーに伝えられ，苅谷社長(産連研創立時の会員)の決断で産学連携を開始，2010年には従来のPID制御を凌ぐ高精度，高機能の温度調節器を生み出し，発売に漕ぎつけた成功物語。
　キーワード
●ザゼンソウ：岩手県を含む寒冷地に自生するサトイモ科の植物で，氷点下を含む外気温度の変動に関わら
ず，その生体温を20℃程度に調節維持できる唯一の植物として世界で知られている。
●岩手の土地柄：盛岡高等農林で土壌・肥料を研究し，地域産業振興に努めた宮澤賢治の伝統を引き継ぐ。
　文科省が産学連携支援制度を発足させる前から岩手ネットワークシステム，岩手農林研究協議会などを立
ち上げ，地域産業の振興や育成に熱心に取り組んできた。
経　過

●農学研究からスタート
最初は1998年頃農学部寒冷バイオフロンティア研究センター・伊藤菊一（いとうきくかつ）教授のザゼンソウの発熱制御機構の研究からスタートした。伊藤教授はこの植物の持つ不思議な恒温アルゴリズムへの好奇心から，この植物の雌期，両性期，雄期の肉穂花序と気温の変化を詳細に観察し，雌期に恒温性が向上することを突き止め，更に伊藤孝徳研究員がザゼンソウの温度調節の挙動を調べアルゴリズムを解明した。
この研究は農研機構の生研センターで採択され(01～05年），研究成果は高い評価を得た。

●農工連携へ
この研究を更に発展させ工学的な解明と活用を進めるために，04年工学部電気電子・情報システム工学科・長田　洋（おさだひろし）教授との農工連携が発足した。この研究は文科省COE（04～07年）に採択され農工連携が軌道に乗った。

長田教授はこのアルゴリズムを電気的制御回路（ザゼンソウ型温調器）に置き換えることに成功し，恒温性能や省エネ効果などの評価確認も出来た。これを実際の制御対象について従来型のPID制御機器と比較実験した。恒温性能や昇温から定温に移る際のオバーシュートなどでは，PID制御より優れていた。
●産学連携へ
 　06年秋には大学でやれることはすべて終わり資料も揃ったので，両教授は産業側の共同研究者を探すこ
とになり，かつてコーディネータとしてこのテーマに興味を持ち，当時大学の東京オフィス勤務に変わってい
た山崎悦宏客員教授が活動を開始した。因みに山崎氏は川重出身である。
同年12月に開催されたセミコン・ジャパン展に出品していた㈱チノーのブースに足を運び，開発担当者に

声をかけたのがきっかけとなって同社幹部が動き，同年末には幹部二人が事務所を訪問。その後常温付
近での性能を確認し09年夏には産学共同研究が開始された。開始後2年半，チノーの新製品・DB1000Z
が完成し，10年に発売された。この製品は立ち上がり時間が短い，外乱に強い，省エネ効果が高い，高精
度などの特徴を持ち，同社は新しい販売分野を開拓しつつあるという。
　　チノーの苅谷社長は，“岩手のような地方大学にあのようなシーズがあるとは思いもしなかった”
と語っている。
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